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3
桜
と
出
会
い
松
を
描
く

菅原健彦展
3 月 1日→ 3月 22 日
ギャルリーためなが（銀座）⑬

　

現
代
に
お
け
る
「
日
本
画
」
の

可
能
性
を
切
り
拓
い
て
き
た
菅
原

健
彦
（
１
９
６
２
年
東
京
生
ま

れ
）。
ギ
ャ
ル
リ
ー
た
め
な
が
で

2016

年
以
来
、
４
年
ぶ
り
と
な
る

個
展
を
開
催
す
る
。

　

多
摩
美
術
大
学
美
術
学
部
絵

画
科
日
本
画
専
攻
在
学
中
の

１
９
８
７
年
「
第
５
回
上
野
の
森

美
術
館
大
賞
展
」
で
佳
作
賞
を
受

賞
す
る
な
ど
、
異
彩
を
放
つ
新
人

と
し
て
早
い
時
期
か
ら
画
壇
の
注

目
を
集
め
た
。
93
年
「
第
12
回
山

種
美
術
館
賞
展
」
に
推
薦
出
品
。

94
年
「
Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ａ
展
」
出
品
。
95

年
に
は
「
第
５
回
五
島
記
念
文
化

賞
」
美
術
新
人
賞
受
賞
を
受
賞
し

五
島
文
化
財
団
研
修
員
と
し
て
１

年
間
ド
イ
ツ
で
研
鑽
を
積
ん
だ
。

そ
の
後
も
「
両
洋
の
眼
・
現
代
の

絵
画
展
」
倫
雅
賞
、「
第
11
回
Ｍ

Ｏ
Ａ
岡
田
茂
吉
賞
」
絵
画
部
門
優

秀
賞
な
ど
輝
か
し
い
歩
み
を
続
け

て
き
た
。

　

だ
が
作
家
が
自
身
の
世
界
を
確

立
す
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
96

年
、
自
然
豊
か
な
山
梨
で
桜
の
古

木
と
出
会
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。
爾

来
、
桜
樹
へ
の
傾
倒
が
始
ま
り
、

千
年
を
越
え
て
生
き
る
神
代
桜
や

淡
墨
桜
の
生
命
力
を
そ
れ
に
拮
抗

す
る
筆
致
で
描
い
て
き
た
。

　

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
捉
え
る
筆
は

一
方
で
、
花
び
ら
や
雪
な
ど
う
つ

ろ
う
時
の
モ
チ
ー
フ
を
繊
細
に
描

い
た
。
豪
放
に
し
て
緻
密
な
作
品

は
２
０
１
２
年
の
ギ
ャ
ル
リ
ー
た

め
な
が
パ
リ
店
で
の
個
展
で
世
界

的
な
評
価
も
得
た
。
現
代
の
日
本

画
と
し
て
は
異
例
の
こ
と
だ
。

　

今
展
で
は
、
主
題
に
松
を
加
え

て
か
ら
の
営
為
を
示
す
。
三
春
や

神
代
桜
、
淡
墨
桜
、
臥
龍
の
松
、

霧
降
の
滝
な
ど
を
題
材
に
し
た
新

作
約
40
点
を
出
陳
す
る
。

　

越
前
の
手
す
き
和
紙
の
裏
か
ら

墨
を
に
じ
ま
せ
た
り
、
日
本
で
最

も
古
い
墨
と
し
て
知
ら
れ
る
松
煙

墨
で
ひ
び
割
れ
を
あ
え
て
作
っ
た

り
と
、
日
本
画
の
伝
統
技
法
を
用

い
る
一
方
で
、
常
に
現
代
性
を
更

新
し
て
き
た
。
そ
れ
を
支
え
て
き

た
の
は
、
古
木
の
生
命
が
永
遠
で

あ
れ
と
祈
る
、
大
自
然
へ
の
畏
敬

の
念
だ
。

浅見貴子展「変容のプロセス」
2 月 29 日→ 4月 5日
中村屋サロン美術館
東京都新宿区新宿 3-26-13 新宿中村屋ビル 3階
一般 300 円　
高校生以下・障がい者とその同伴者 1名無料

《三春開花》112× 146㎝

《臥龍の松》162× 224㎝
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